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日 本 産 ヌ カカ Culicoides (Diptera: Ceratopogonidae) 
の グル ー プ わけ の 試み 


JE 


農林 省 家 畜 衛 生 試験 場 


Preliminary arrangement of Japanese Culicoides into groups (Diptera: Ceratopogonidae) 
Yoshito WADA (Department of Medical Zoology, Nagasaki University School of Medicine) and 
Shigeo KITAOKA (National Institute of Animal Health) 


Abstract : Japanese Culicoides were preliminarily arranged into groups, and the external struc- 


tures of both sexes characteristic to each group were given. 
Tropical Medicine, 19 (3.4), 169—176, December, 1977 


世界 で 900 種 あ まり の Culicoides が 知 られ て いる 
(Wirth et al., 1974) が , その 重 属 へ の 分 類 は 主 と し 
て アメ リカ 大 陸 の 種 に 対し て な され て きた . 即ち, 
Wirth & Blanton (1959) は パナ マ の Culicoides を 5 つ 
の 亜 属 に わけ , その 中 の 4 つの 亜 属 を 更に 群 に 分 類 し 
た . Vargas (1960) は それ ら の 群 の いく つか を 亜 属 に 
昇格 させ て , ア ュ リカ 大 陸 の Culicoides に に 合計 14 の 
亜 属 を 認め た . 一 方 , ヨー ロッ 及び アフ リカ の Culi- 
coides に つい て は , 主として アメ リカ 大 陸 の 種 に 対し 
て 設け られ た 亜 属 に 分 類する こと に 無理 が ある と し 
T, # (Campbell & Pelham-—Clinton, 1959; Kha- 
mala & Kettle, 1971) ま た は 群 と 亜 群 て Kremer,1965) 
に わけ , 亜 属 と の 関係 が 明らか な 場合 に の みそ の 旨 が 
指摘 され た . 最近 に な っ て Gutsevich (1973) は ソ連 
の 吸血 性 ヌメ カカ の モノ グラ フ に お いて Culicoides を 7 
つの 亜 属 に 分 類 し , その 1 つの 亜 属 OecgcfZ を 更に 群 , 
了 亜 群 に 分 類 し た . WOHER, A, REL Kremer (1965) 
の 群 , 亜 群 , ま た は Campbell & Pelham-Clinton (1959) 
や Khamala & Kettle (1971) の 笑 と は ほ は 大筋 の グル ー 


プ わ け で は よく 一 致し て いる が , こま か い 点 で は か な 
り の くい 違い が 見 られ る . 

東洋 区 の Culicoides の 亜 属 へ の 分 類 の 試み は , Del 
finado (1961) や Wirth & Hubert (1961) な ど に よっ 
て な され た だ が, 最近 Wirth (1973) は 東洋 区 の Culico- 
ides の 種 の リス ト に お いて 9 つの 算 属 を 採用 し , 更に 
亜 属 KREE と し て 多数 の 種 を あげ て いる . 日 本 産 の 
Culicoides に つい て は , Kitaoka (1977) は 南西 諸島 の 
種 に 対し て グル ー プ わけ を 試み た . 日 本 全体 に は 約 60 
種 の Culicoides の 分布 が 知ら れ て いる が , 更に か な 
り の 数 の 未 記載 , 未 記録 の 種 が 存在 し て いる . 今後 の 
Culicoides の 研究 の 発展 に は グル ー プ わけ が どら うし て 
も 必要 で ある と 考え , 日 本 産 の CzZcozdes の 亜 属 , 群 
へ の 分 類 を 試み , それ ら の グル ー プ の 特徴 を 示し た . 
この よう ら な グル ー プ わけ に は 雄 の 外部 生殖 器 の 形態 が 
不可 欠 で ある が , 雄 が 未知 の 種類 が か な りあ る . ま た , 
記載 だ け で 我々 が 標本 を 見 る こと が で きず に いる 種類 
も 少数 な が ら あ る . 従って, ここ に 示し た グル ー プ わ 
け は 便宜 的 な 面 を 多く 含ん で いて , 今後 日 本 を 含め た 


長崎 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 業績 第 227 号 
Received for publication, October 29, 1977 


170 


世界 に お ける Culicoides の 分類 の 研究 が 発展 する に 
伴 な っ て か な り の 変更 も 起 る も の と 思わ れる . 
成虫 の 形態 的 特徴 に 基づく グル ー プ わけ は , REA 
期 の 特徴 を 加え る こと に より 完全 な も の に 近づき 得 
4. Jones (1961) th, アメ リカ の 13 種 の Culicoidesit 
疲 の 形態 的 特徴 に より 亜 属 に わけ 得る こと , 及び その 


分 類 は 成虫 の 形態 に 基づく も の と 一 致す る こと を 報告 
し て いる . わが 国 の Culicoides に お いて は 約 20 種 の 
KADSBEAL CH SOC, AIC CLA OFZ BRAY FBC 
つづく グ ルー プ わ け の 知見 を と り 入 れ て ある . 

な お お , 未 記 録 種 (*) や 新種 と 考え られ る 末 報 告 種 に 
つい て も グル ー プ わけ の 中 に 含ま し め た . 


グル ー プ わけ に 重要 な 成虫 の 形態 的 特徴 


m. 斑紋 の 状態 は 種 の 決定 に 欠か せな い 特 徴 で ある . 


Oecacta 亜 属 の segnis#EL comosioculatus fE IER 
全く 欠く . 斑紋 の ある 種 で は , 第 2 径 室 Ccell R) が 
全く 暗色 か また は その 一 部 が 白斑 に 含ま れる か は グル 
ー プ の 特徴 と し て 重要 CHA. WE Trithecoides, 
Avaritia, Culicoides で は 第 2 径 室 の 一 部 が 白斑 に 含 
まれ る 

RE. 両 複眼 が 相 接 し て いる か 離れ て いる か は 重要 な 
特徴 で , HRICM OS 2 径 室 の 一 部 が 白斑 に 含ま れる 
種 で は 両 複眼 は 相 接 し て いる が , こ れ に は 例外 が ある . 
15 節 か ら な る 触角 の どの 節 に 先 感覚 孔 (distal sensory 
pits, antennal sensoria, olfactory pits) が ある か は , 
種 の 同定 の み で な く グ ルー プ へ の 分 類 に と っ て も 重要 
CHA. この 先 感覚 乾 の 配列 に は 個体 変異 が ある が , 
種 ま た は グル ー プ で か な り 一 定 し た パタ ー ン を 示す . 
小額 肢 (maxillary palp) の 第 3 節 の 感覚 毛 が 散 布 し て 
いる か また は 感覚 孔 (sensory pit) に 集中 し て いる 
か , また 感覚 孔 が ある 場合 に は その 形態 が , 種 の 同定 
に は 極め て 重要 で あり , グル ー プ の 特徴 と し て も 重要 
な こと が 少な く な い . 受精 の う (spermatheca) の 数 と 


Culicoides, Oecacta で は 2 つ , Beltranmyia, Mono- 
culicoides で は 1 つ で ある が , 痕跡 的 受精 の 5 (rudi- 
mentary spermatheca) が 個体 に よっ て 大 きく 発達 し 
て いる 場合 が ある . リン グ Ging) の 有無 も 重要 で あ 
る が , 標本 の 作り 方 が 患い と 見 の が す お それ が ある . 
雄 外部 生殖 器 . 第 9 WANA Cth tergite) 後 縁 の 
側 突 起 Cateral process) の 発達 の 程度 は グル ー プ の 
重要 た な 特徴 で , 亜 属 Avaritia, Culicoides で は これ 
を 欠く か 極め て 不 完全 に し か 発達 し な い . 第 9 ATE 
板 後 縁 の 中 央 部 が 堆 入 する か 否 か は 種 あ る い は グル ー 
TO 分 類 に し ば し ば 用 い られ る 特徴 で ある . THE 
Avaritia, Culicoides で は 堆 入 し な いか , MALTS 
極め て わずか で ある . 底 節 (basistyle) の jie 突起 
(ventral root) の 形態 は 変化 に 富む . 亜 属 Trithecor- 
des, Beltranmyia で は これ を 欠く か 極め て 小さ く : 
Avaritia で は 非常 に 長い . 亜 属 Oecacta に 属す る 種 
の 中 に は 腹 突起 が 特異 な 形 を 示す も の も ある . ERO 
基部 近く の 内 側 に , Culicoides で は 小隊 毛 を 密生 する 
こと が 多い . 中 央 体 (aedeagus) と 除 葉 (paramere) 
の 形態 は 種 の 特徴 と し て 重要 で あり , 時 に グル ー プ の 


形 は グル ー プ の 分 類 に と っ て 重要 で ある . 発達 し た 受 重要 な 特徴 と な る こと が ある . 
精 の う の 数 は , 一 般 に Trithecoides T133 , Avaritia, 
グル ー プ の 特徴 と 日 本 産 の 種 


1. SBR Trithecoides Wirth et Hubert, 1959 
fulvithorax group: Khamala & Kettle, 1971. 
A. うす い 斑 紋 が ある . 第 2 径 室 の 一 部 また は 大 部 

分 は 白斑 た に 含ま れる ・ 

WE. 両 複眼 は 長く 相 接する . 触角 の 先 感覚 孔 は 3 , 
11-15 節 た ある . 小 顎 肢 は 細長 い ; 第 3 節 の 感覚 毛 は 散 
布 し 感覚 孔 は な い . 受精 の う は 3 個 が 発達 する ; リン 
グ は ある , 

雄 外 部 生殖 器 . 第 9 腹 節 育 板 後 縁 の 側 突起 は よく 発 
達する : 後 縁 中 央 部 は 姓 入 する . 底 節 の 腹 突起 は な い 


か 極め て 小さ い . 中 央 体 は V 字 形 乃 王 三 角形 で , BR 
後 端 は 突出 し , その 先 は や や 丸い . 陰 葉 は 小さ く て 単 
純 , 先端 に 徴 毛 は な い . 

日 本 に 分 布 する 種 

1. C. humeralis Okada, 1941 ム ナ ジロ ヌカ カ 

2. C. matsuzawai Tokunaga, 1950 マツ ザワ ヌ 

カカ 

3. C. paraflavescens Wirth et Hubert, 1959 

4.C. sp. (AMAMI No. 1) 

5. C. sp. (NAKANOSHIMA) 


東洋 区 に 多数 の 種類 が 分 布 する . UH, 3 個 の 
発達 し た 受精 の うぅ を 持つ と し て 記載 され た C. kade- 
nensis McDonald, Bolinguit et Lu th, Heo) SHRe 
第 3 節 に 感覚 孔 が ある こと , 触角 の 先 感覚 電 が 3-5 , 
7-9, 11-15 節 に ある こと な どか ら 考 える と , WO 
か に Trithecoides で は な い . 普通 は 2 個 の 発達 し た 受 
精 の う を 持つ 種 の 中 に , 個体 こ に よっ て は 痕跡 的 受精 の 
ら が 発達 し て 合計 3 個 の 発達 し た 受精 の う を 持つ こと 
が 時 に 見 られ る が , C. kadenensis は その よう な 個体 
に 基づき 新種 と し て 記載 され た 可能 性 も ある . 4,5 は 
C. matsuzawat と ご く 近 似 し た 種類 で ある . 


2. BE Avaritia Fox, 1955 

obsoletus group : Campbell & Pelham - Clinton, 

1959; Kremer, 1965. 

pallidipennis group: Khamala & Kettle, 1971. 

A. うす い 斑 紋 が ある : PEE OMB Ra ze ET 
先端 部 に の み 分 布 す る . 第 2 径 室 の 一 部 は 白斑 に 含ま 
J45. 

雌 . 両 複眼 は 相 接 する . 触角 の 先 感 覚 孔 は 普通 3 , 
11-15 節 に ある . 小 吾 肢 第 3 節 の 感覚 毛 は 感覚 也 に 集中 
する ・. 受精 の う は 2 個 が 発達 し , 1 個 が 痕跡 的 ; リン 
グ は ある . 

雄 外 部 生殖 器 . 第 9 腹 節 育 板 後 縁 の 側 突起 は な いか , 
また は 不 完全 に 発達 する : 後 縁 中 央 部 は 時 入 し な い . 
底 節 の 腹 突起 は 非常 に 長い . 中 央 体 の 形 は いろ いろ . 
除 葉 の 形 は 単純 , 普通 先端 に 徴 毛 は な い . 

日 本 に 分 布 する 種 

6. C. actont Smith, 1929 オク マヌ カカ 
= C. okumensis Arnaud, 1956 
. albifascia Tokunaga, 1937 フタ オビ ヌカ カ 
. brevipalpis Delfinado, 1961 
. brevitarsis Kieffer, 1917 
. chiopterus (Meigen, 1830) チビ ヌカ カ 
. flavipunctatus Kitaoka, 1975 
. jacobsoni Macfie, 1934 キタ オカ ヌカ カ 
=C. kitaokat Tokunaga, 1955 
13. C. maculatus Shiraki, 1913 シ ガ ヌ カカ C8 

YRD) 
=C. kii Tokunaga, 1937 
=C. kyotoensis Tokunaga, 1937 


* 
To) 
a ae CO NN で 9 | 


=C, sigaensis Tokunaga, 1937 
14. C. obsoletus (Meigen, 1818) ヌカ カ 
15. C. sinanoensis Tokunaga, 1937 シナ ノ ヌ カカ 
16. C. suzukii Kitaoka, 1973 スズ キメ カカ 
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17. C. tobaensis Tokunaga, 1937 トバ ヌカ カ 
18. C. towadensis Okada, 1941 トワ ダ ヌ カカ 
19. C. sp. (MIKURA No. 3) 

20. C. sp. (ONODA) 

21. C. sp. (TANZAWA) 

上 記 で は C. kit, kyotoensis, sigaensis %¢—-Jt) mac- 
ulatus の シノ ニム と し て 取り 扱っ た が , 今後 更に 検討 
する 必要 が ある . 19 は 口 器 が 刀 化 し C. obsoletus, 
20 は C. chiopterus に , 21 は 大 型 の 種 で C. maculatus 
に 近似 する 


3. 亜 属 Culicoides Latreille, 1809 

pulicaris group: Campbell & Pelham-Clinton, 

1959: Kremer, 1965. 

W. 斑紋 が ある . 第 2 径 室 の 一 部 また は 大 部 分 は 日 
斑 に 含ま れる ・ 

ME. 両 複眼 は 相 接 する . 触角 の 先 感 覚 也 は 3, 11-15 
館 に あり , さら に 5, 7, 9 節 に も ある こと が ある . 
ARE 3 節 の 感覚 毛 は 散布 する か 感覚 乾 に 集中 す 
る . 受精 の う は 2 個 が 発達 し , LARA; リン ダグ 
は ある . 

雄 外 部 生殖 器 . 第 9 腹 節 背 板 後 縁 の 側 突起 は な いか 
痕跡 的 : 後 縁 中 央 部 は 姓 入 し な いか , わずか に 乱入 す 
る . 底 節 の 基部 近く の 内 側 に 多数 の 小隊 毛 を 密生 する : 
腹 突 起 は な いか また は 大 変 小さ い . 中 央 体 は V 字 形 乃 
BEPC, 中 央 後 端 は 細く 突出 する こと が ある ・ 陰 
葉 の 基部 は 外 方 に 突出 し , 後方 先端 は 細く な り 徴 毛 を 
Fan の 。 

日 本 に 分 布 する 種 

22. C. amamiensis Tokunaga, 1937 アマ ミヌ カカ 

(オオ シマ ヌカ カ ) 

23. C. aterinervis Tokunaga, 1937 キモ ン ヌ カカ 

24. C. dubius Arnaud, 1956 オオ モン メカ メカ CF 

マメ ヌメ カカ ) 

25. C. lungchiensis Chen et Tsai, 1962 

=C. megaforticeps Kitaoka, 1973 


26. C. malayae Macfie, 1937 マレ ー ヌ カカ 

27. C. nipponensis Tokunaga, 1955 ニッ ポン ヌカ 
Ww 

28. C. ohmorit Takahashi, 1958 オオ モリ ヌカ カ 

29. C. peregrinus Kieffer, 1910 

30. C. pulicaris (L., 1758) ヨー ロッ パス ヌメ カカ 

31. C. punctatus (Meigen, 1804) 


32. C. sp. (AMAMI No. 2) 
Wirth & Blanton (1959) や Delfinado (1961) は , 
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亜 属 Hoffmania WE Culicoides と 異な る MEL 
T, VAD Mi, 室 の 基部 また は My, Me, Mza, Cu, PR 
の 先端 の 何れ か が 白色 で ある こと を あげ た GHB 
Culicoides で は 何れ も 暗色 ). 一 方 Wirth (1973) は 東 
洋 区 の Culicoides 属 の 種 の ウリ スト の 中 で , HE 
Culicoides と 亜 属 Hoffmania は 区 別 で き な い と し て 
すべ て を 亜 属 Culicoides に 含ま せ た だ た. ここ で は その 音 
見 に 従い , ŒE Culicoides を 広い 意味 に 解釈 し た . 

な お , C. pulicaris が 日 本 に 分 布 す る か どか か に つ 
いて は 今後 の 検討 が 必要 で ある . 28 は C. amamiensis 
の 亜 種 と し て 記載 され た が 独立 種 と し て 区 別 さ れ 得る 
特徴 を 持つ . 32 は C. aterinervis に ご く 近 似 し た 種類 
CHD. 


4. 亜 属 Qecacta Poey, 1851 

W. 斑紋 は ある か また は な い . 第 2 径 室 は 暗色 Gi 
に 先端 の み 日 班 に 含ま れる こと が ある ). 

WE. 両 複眼 は 普通 離れ る . 触角 の 先 感覚 孔 の 位置 は 
いろ いろ . DARE 3 節 の 感覚 毛 は 感覚 孔 に 集中 する 
こと が 多い . 受精 の う は 普通 2 個 が 発達 する : 痕跡 的 
受精 の う は な いこ と が ある : リ ング は な いこ と が ある . 

雄 外 部 生殖 器 . 第 9 腹 節 背 板 の 側 突 起 は よく 発達 す 
Ds 後 縁 中 央 部 は 嫌 入 する こと が 多い . 底 節 の 腹 突起 
は よく 発達 する こと が 多く , 時 に 特異 な 形 を 呈す る . 
中 央 体 及 び 陰 葉 の 形 は いろ いろ . 

HE Oecacta は 一 般 に 次 の 第 2 径 室 が 暗色 で 2 個 の 
発達 し た 受精 の う を 持つ グル ー プ で ある が , Dien HK 
質 な 種 が これ に まとめ られ て いる . アメ リカ 大 陸 の 種 
に 対し て は , 従来 の 亜 属 Oecacta を 狭く 解釈 し , 大 多 
数 の 種 を 亜 属 Haematomyidium Goeldi, 19052 AJ, 
更に いく つか の 新 亜 属 が 提唱 され た (Vargas, 1960). 
Wirth (1973) も 東洋 区 の Culicoides 属 の 種 の リス ト 
の 中 で Oececf み を 狭く 解釈 し , 多数 の 種 を 亜 属 未 決定 
と し た . ここ で は Delfinado (1961), Gutsevich(1973) 
な ど に 従い , Oecacta を 広い 意味 で 用 いた . 

Gutsevich (1973) は と の 亜 属 Oecacta を 5 つの 和 群 に 
bit, 更に その 中 の pictipennis FL verans FRR th 
ぞ れ 4 つの 下 群 に わけ た が , これ ら の 亜 竹 は か な り 人 
為 的 な も の で ある . ここ で は 残り の 3 つの 群 (Gczz/zze, 
similis 及び fascipennis) を 採用 し , その 他 は 日 本 産 
の 種 に 基づき 9 つの 群 に 分 類 し た . 

a) schultzei 群 

schultzei group: Gutsevich, 1973; Khamala & 

Kettle, 1971. 

次 、 は っ きり し た 斑紋 が ある . 


HE. 触角 の 先 感覚 孔 は 3 , 8-10 節 に ある . 小 顕 肢 第 
3 節 の 感覚 毛 は 感覚 世に 集中 する . 受精 の う は 2 個 が 
発達 し , 1 個 が 痕跡 的 ,。 リン グ は ある . 

雄 外 部 生殖 問 . 底 節 の 腹 突 起 は 由 が 広く ナイ ン フン 形 . 
中 央 体 の 先端 は 長方形 . 陰 葉 は 先 に 向っ て 細く な る . 
日 本 に 分 布 する 種 | 
33. C. schultzei (Enderlein, 1908) ウン ヌカ カ 

=C. oxystoma Kieffer, 1910 
b) similis $$ 

similis group: Gutsevich, 1973; Khamala & 

Kettle, 1971. 

accraensis group: Kremer, 1965. 

WM. lho XO LAMM DS. 

雌 . 触角 の 先 感覚 孔 は 3, 8-10 節 に あり , 時 に 7 節 に 
も , 稀 に 4-6 節 に も ある . 小 頸 肢 第 3 節 の 感覚 毛 は 感 
覚 孔 に 集中 する . 受精 の う は 2 個 が 発達 し , 1 AVE 
跡 的 :) リン グ は ある . 

雄 外部 生殖 喚 . ECR OWL. 陰 葉 の 先端 
に 樹 歯 状 の 突起 が ある . 

日 本 に 分 布 する 種 

34. C. clavipalpis Mukerji, 1931 
35. C. erairai Kono et Takahasi, 1940 エ ェ ゾ ヌカ 

の 

36. C. nibleyi Hubert et Wirth, 1962 ニ ブレ イヌ 

カカ 

C. nibleyt の 雄 は 未知 で ある が , 雌 の 触角 の 先 感覚 
孔 が 3, 8-10 節 に あり , ま た 閉 の Rs 室 の 白斑 の 状態 が 
C. erairai に 似 て いる の で 便宜 的 に ここ に 含ま せ た . 
し か し , これ ら の 特徴 は C. schultzei に も 似 て いる 
OC, schultzri 群 に 属す る の か も しれ な い . C. clavi- 
palpis を この 群 に 入れ た の は , 雄 外部 生殖 器 の 陰 葉 の 
先端 の 格 歯 状 突 起 , 肉 の 触角 の 先 感覚 乾 の 位置 (3 , 
7-10 節 に ある ), VIO Rs BOARDED 状態 な ど に 基 づ 
く が , 中 の 両 複眼 が 長く 相 接 する 特異 な 種 で ある . 
c) kibunensis $$ 
odibilis group: Campbell & Pelham-Clinton, 1959. 
cubitalis subgroup of pictipennis group: Gutsevich, 

1973. 

W. OF BAAS HS. 膜 面 上 の 剛毛 は 全体 に わた 
っ て 分 布 す る . 

H. 触角 の 先 感覚 孔 は 3 -15 節 また は 3 , 5, 7, 9, 
11-15 人 節 に ある こと が 多い : 13-15 節 に は 常に ある . 小 
PARES 3 節 は 大 きく ふぁ くらみ, 浅く 極め て 大 きい 感覚 
也 に 感覚 毛 が 集 中 する . 受精 の 2 は 2 個 が 発達 し , 1 
個 が 痕跡 的 ; リン グ は ある . 


雄 外部 生殖 器 . 第 9 AAT ARO MBs k l Æ 
達する ; 後 縁 中 央 部 は 狂 入 する . 底 節 の 腹 突起 は 短 か 
い . 中 央 体 の 中 央 後 端 は 巾 広く 突出 し , 先 は 丸い . 陰 
葉 の 基 敵 は 膨大 し , 先端 は 糸状 に な る . 

日 本 に 分 布 する 種 

37. C. arnaudi Hubert et Wirth, 1962 アー ノド 

ヌス カカ 

38. C. kadenensis McDonald, Bolinguit et Lu, 

1973 カデナ ヌス カカ 
39. C. kibunensis Tokunaga, 1937 キ ブ ネ ヌ カカ 
=C. ponkikiri Kono et Takahasi, 1940 
=C. sitinohensis Okada, 1941 


40. C. pictimargo Tokunaga et Shogaki, 1953 
41. C. tohokuensis Okada, 1941 トウ ホク ヌカ カ 
42. C. toshiokai Kitaoka, 1975 トン シン オカ ヌメ カカ 
43. C. verbosus Tokunaga, 1937 


=C. yaeyamensis Kitaoka, 1975 

上 記 の 種 の 中 で , C. kibunensis と その シノ ニム に 
つい て は 今後 の 検討 が 必要 で ある . 今 ま で に C. kibu- 
nensis の 原 記載 と 完全 に 一 致す る 標本 は 得 ら れ て い 
な いい ので, ここ で は Arnaud (1956) に 従い C. pon- 
kikiri と C. sitinohensis を その シン シノ ニム と し て 取り 扱 
otc. C. kadenensis は 3 個 の 発達 し た 受精 の うぅ を 持 
つ 種 と し て 記載 され た が , 前 述 の よう に Trithecoides 
亜 属 と は 明らか に 異な る の で , 他 の 特徴 か ら 便宜 的 に 
この 和 群 に 含ま せ た . Okada (1954) は C. verbosus と 
Lee oR Lic ds, C. nagahanai の 誤 同 定 の よう 
CHA. また C. pictimargo と C. odibilis の 関係 
に つい て は 今後 の 検討 に まち た い . 

d) dendrophilus # 

W. tho ©) LICR D HS; Me 脈 に 丸い 白斑 が 
ある . 

WE. 触角 の 先 感覚 孔 は 3, 11-15 節 また は 3-10,12-15 
節 に ある ・ 小 句 肢 第 3 節 の 感覚 毛 は 感覚 乾 に 集中 する . 
受精 の う は 2 個 が 発着 し 1 個 が 痕跡 的 ,。 リン グ は ある . 

雄 外 部 生殖 器 . 第 9 腹 節 背 板 後 縁 の 側 突起 は よく 発 
達する : RR PRBILBATS. 底 節 の 腹 突起 は よく 
発達 し , 先 は 失 る . 中 央 体 は ほぼ ほ 三角形, 先端 は 丸い - 
険 葉 の 基 端 は 膨大 し , 先端 は 糸状 と な っ て 曲 る ・ 

日 本 に 分 布 する 種 

44, C. dendrophilus Amosova, 1957 リー ス ヌ カ カ 

=C. reesi Bullock et Akiyama, 1959 

45. C. iriomotensis Kitaoka, 1975 

この 群 は アメ リカ の 亜 属 Glaphiromyia Vargas に 
近 継 で ある . 日 本 産 の 何れ も 幼虫 は 樹 洞 な ど に 発生 す 
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る 。 
e) claggi #& 

. OTW RMA DS. 

WE. 触角 の 先 感 覚 電 は 3-14 節 に ある こと が 多い ; 常 
に 14 節 に は 数 個 の 先 感覚 乾 が ある が , 15 節 に は 全く な 
い . PARE 3 節 の 感覚 毛 は 感覚 孔 に 集中 する . 受精 
の う は 2 個 が 発達 し , 1 個 が 痕跡 的 で ある が , リン ダグ 
は た ない. 

雄 外部 生殖 器 . 第 9 腹 節 背 板 後 線 の 側 突 起 は 太く は 
ほ 三 角形 ; 後 縁 中 央 部 は わずか に 姓 入 する か , 2s 
入 しない. 底 節 の 腹 突 起 は ほとん ど 発 達し な いか , fk 
め て 細く 針 状 . 中 央 体 は ほほ 三角 形 で , 後方 の 突出 部 
は 大 変 短 か く て 太い , その 先端 は た ち 切 れる . BRO 
基部 は 外側 に 向っ て ほほ 直角 に 曲り , その 先端 は 膨大 
Tos; 

日 本 に 分 布 す る 種 

46. C. claggi Tokunaga, 1959 クラ ッ グ ヌカ カ 

47. C. komiensts McDonald, Bolinguit et Lu, 

1973 
48. C. okinawensis Arnaud, 1956 オキ ナ ワ ヌカ カ 
49. C. wakuensis McDonald, Bolinguit et Lu, 
1973 ワタ ガワ ヌカ カ 
=C. chaetocellaris kitaoka, 1973 

50. C. sp. (NIIGATA) 

51. C. sp. CTSUSHIMA) 

上 記 の 種 の 中 で C. claggi, C. sp. (NIIGATA) 
及び C. sp. (TSUSHIMA) で は , 咽喉 ポン プ の 外壁 
に 多数 の 小 点 刻 を 有する . C. claggi と C. sp. (TSU- 
SHIMA) の 雄 は 未知 で ある が , 雌 の 触角 の 先 感 覚 孔 
の 分 布 , 咽喉 ポン プ の 外壁 に 小 点 刻 を 有する こと な ど 
か ら こ の 群 に 分 類 し た . フィ リッ ピン か ら 記 載 さ れ た 
た C. pampangensis Delfinado は 明らか に この 群 に 
属す る ・ 

f) midorensis 和 群 

m. 斑紋 が か ある. 

WE. 触角 の 先 感覚 孔 は 3, 13-15 節 に ある . 受精 の う 
は 2 個 が 発達 し , 1 個 が 痕跡 的 で ある が , リン グ は な 
い . 口 器 は 退化 する . 

雄 外 部 生殖 器 . 第 9 腹 節 背 板 後 縁 の 側 突 起 は よく 発 
達する . 底 節 の 腹 突起 は 長い . 中 央 体 の 後方 の 突出 部 
は は ほ は 三角 形 で , 先 は 丸い . 陰 葉 の 基部 は 膨大 し , 後 
端 は 太く , 横 歯 状 の 突起 か ある - 

日 本 に 分 布 する 種 

52. C. midorensis Arnaud, 1956 ミド ロ ヌ カカ 

京都 の 深 泥 ヶ 池 か ら の みみ 知 られ る . 
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g) nagahanai $ 

W. は っ きり し た 斑紋 が ある . 

WE. 触角 の 先 感 孔 は 3, 7, 9-15 節 に ある . 小 顎 肢 第 
3 節 は 大 きく ふく ら み , 極め て 大 きく 浅い 感覚 孔 に 感 
覚 毛 が 集中 する . 受精 の う は 2 個 が 発達 し , 1 個 が 痕 
跡 的 : 大 き な リ ング が ある . 

雄 外部 生殖 器 . 第 9 腹 節 背 板 後 縁 の 側 突 起 は 小さ 
い : 後 縁 中 央 部 は ほとん ど 培 入 し な い . 底 節 の 腹 突起 
は よく 発着 し , 足首 形 . 中 央 体 は 後方 に 突出 し , 先端 
は た ち 切 れる . 陰 葉 の 基 端 は 膨大 し , 先端 は 曲っ て 太 
く , 杜 歯 状 の 突起 が ある . 

日 本 に 分 布 する 種 

53. C. nagahanat Tokunaga,1956 ナガ ハナ ヌカ カ 

=C. mihensis Arnaud, 1956 
h) saninensis Pf 
W. 斑紋 が ある . 
HE. 触角 の 先 感覚 孔 の 分 布 は いろ いろ . DERK 3 
節 の 感覚 毛 は 散布 する か , 浅い 感覚 孔 に 集中 する . 受 
精 の う は 2 個 が 発達 し , 1 個 が 痕跡 的 : リ ング は あ 
る . 
雄 外 部 生殖 器 . 第 9 腹 節 育 板 後編 の 側 突 起 は 発達 す 
る : 後 縁 中 央 部 は わずか に 携 入 する . 底 節 の 腹 突起 は 
は と ん ど 発 達し な い . 中 央 体 は ほぼ 三角 形 で , 後方 の 
突出 部 は 短 か く 太い , その 先端 は た ち 切 れる . BED 
先端 部 は 後方 に 向っ て 細く な り 和 失 る . 
日 本 に 分 布 す る 種 
54. C. longidens Arnaud, 1956 
=C. paucidentatus Kitaoka, 1973 

55. C. saninensis Tokunaga, 1956 サン イン ヌメ カカ 
=C. epactius Arnaud, 1956 
=C. litus Arnaud, 1956 

56. C. subdubius Tokunaga, 1962 

この 中 の C. subdubtus は 雄 が 未知 で ある が , HED 
触角 15 節 に 先 感覚 九 が な いこ と , MARRE 3 節 の 感覚 
毛 が か 散布 する こと や , 慈 の 斑紋 の 状態 が C. sanin- 
ensis に 似 て いる の で , 便宜 的 に この 群 に 入れ た . 

i) sosoz Ë 
A. うす い 斑 紋 が ある . 

ME. 触角 の 先 感覚 旭 は 3-10, 12, 14 節 に ある . pA 
肢 第 3 節 の 感覚 毛 は 深い 感覚 旬 の 中 に ある ・ 受精 の 5 
は 2 個 が 発達 し , 1 個 が 痕跡 的 で ある が リン グ は な 
い . 

雄 外部 生殖 器 . 第 9 腹 節 育 板 後 縁 の 側 突 起 は 小さ 
い : REPERA List). 底 節 の 腹 突起 は 長い . 
中 央 体 は 後方 に 広く 突出 し , その 先端 は 3 つ に わか れ 


る : ほぼ 中 央 の 両側 に は 1 対 の 突起 が ある . 陰 葉 の 後 
端 に は 模 歯 状 の 突起 が ある ・. 

日 本 に 分 布 する 種 

57. C. sasat Kitaoka, 1975 ササ ヌカ カ 
j) fascipennis 群 

fascipennis group: Campbell & Pelham-Clinton, 
1959 : Gutsevich, 1973 ; Kremer, 1965. 

A. 先端 の 1/3 に は 斑紋 が な い . 

WE. 触角 の 先 感 覚 孔 は 3 , 11-15 節 に ある . 小 顎 肢 
第 3 節 の 感覚 毛 は 感覚 孔 に 集中 する が , 感覚 孔 は 2~3 
個 に わか れ て いる こと が ある . 受精 の う は 2 個 が 発達 
し , 1 個 が 痕跡 的 : リン グ は ある . 

雄 外部 生殖 器 . 第 9 腹 節 育 板 後 縁 の 側 突起 は 発達 す 
る : 後 縁 中 央 部 は 夫 入 する . 底 節 の 腹 突起 は 長い . 中 
央 体 の 後 敵 は 太く 突出 する . 陰 葉 の 基部 は 外側 に 向っ 
て は ほほ 直角 に 曲り , 更に その 基 端 は 前 方 に 向っ て ほぼ 
直角 に 短 か く 曲 る . 

日 本 に 分 布 する 種 

58. C. sp. (MIKURA No. 2) 

この 群 は Khamala & Kettle (1971) の stercorarius 
group LIRA LOCH. 

k) segnis 群 

segnis group: Campbell & Pelham-Clinton, 1959. 

segnis subgroup of the first group: Kremer, 

1965. 

minutissimus subgroup of the first group : 

Kremer, 1965. 

RA. 斑紋 は 全く な く 購 色 . 

HE. 触角 の 先 感覚 孔 の 位置 は いろ いろ . 小 吾 肢 第 3 
節 の 感覚 毛 は 感覚 電 に 集中 する . 受精 の う は 2 個 が 発 
達し , 1 個 が 痕跡 的 : リン グ は 種類 に よっ て ある 場合 
と な い 場 合 が ある . 

雄 外 部 生殖 器 . 第 9 腹 節 背 板 後 縁側 突 起 は よく 発 
達する : 後 縁 中 央 部 は 堆 入 し な い . 底 節 の 腹 突起 は 太 
く 長 い . 中 央 体 の 後方 突起 は 極め て 短 か い : 基部 は 前 
方 両側 方 へ 大 きく 円 孤 状 に 曲 る . 1 対 の 陰 葉 は 広く 離 
れ て 位置 し , 後方 先端 は 曲っ て その 先 に 長い 毛 が あ 
る こと が ある . 

日 本 に 分 布 する 種 

59. C. crassipilosus Tokunaga, 1937 ケ ブ カ ヌカ カ 

=C. balius Arnaud, 1956 

60. C. omogensis Arnaud, 1956 オモ ゴウ ヌカ カ 

61. C. sp. CNUKABIRA No. 2) 

62. C. sp. COKINOSHIMA) 

この 群 は Gutsevich (1973) の vexans group の 


minutissimus subgroup に 概ね 一 致す る が , WIERZ 
斑紋 の な い vezans group を 雌 の み の 特 徴 を 用 いて 
subgroup に わけ て いる た め に , 他 和 群 の 種類 も これ に 
含め て いる . Khamala & Kettle (1959) は inor- 
natipennis group を Campbell & Pelham-—Clinton 
(1959) の segnis group に 当る と し た が , 雄 外 部 生 殆 
菩 の 形態 や 雌 触 角 の 先 感覚 孔 の 分 布 か ら み て , むし ろ 
heliophilus group に 近い よう に 思わ れる . Arnaud 
956) は C. balius を 新種 と し て 記載 し た が , Toku- 
naga (1962) は これ を C. crassipilosus の シフ ニム と 
VOW aD Cee oC eh CANE See し めか も 。 

Tokunaga (1960) が C. crassipilosus と し て 北海 道 
産 の 標本 に 基づき 再 記載 し た も の は 全く 別 の 種類 で , 
C. sp. (NUKABIRA No. 2) に 当る . 現在 の と 
ころ 本 当 の C. crassipilosu が どの よう な 種 か 不明 で 
HO, ある い は C. sp. COKINOSHIMA) が C. 
crassipilosus CH), C. balius が C. crassipilosus と 
は 眉 う 独立 種 で ある の か も しれ な い . 

D) comosioculatus # 

chaetophthalmus subgroup of vexans group : 

Gutsevich, 1973. 

chaetophthalmus subgroup of the first group: 

Kremer, 1965. 

W. 斑紋 は 全く な く 了 暗色 . 

HE. 複眼 の 個 眼 開 に 剛毛 が ある . 触角 の 先 感覚 孔 の 
位置 は いろ いろ . DAKE 3 節 の 感覚 毛 は 感覚 孔 に 集 
中 する . 受精 の う は 2 個 が 発達 し , 1 個 が 痕跡 的 ; リ 
ング は あめ あめ る. 

雄 外部 生殖 器 . 第 9 ALARA NE E it 短 か 
い : RRPRBIMATS. 底 節 の 腹 突起 は ほとん ど 
発達 し な い . 中 央 体 の 後 端 突出 部 の 先 は 丸い . 1 対 の 
陰 葉 は 太く , 後方 に 向っ て ゆる や か に 細く な る . 

日 本 に 分 布 する 種 

63. C. comosioculatus Tokunaga, 1956 クロ ミヤ 

マヌ カカ 

=C. chaetophthalmus Amosova, 1957 
64. C. tokunagai Arnaud, 1956 
65. C. sp. C(NUKABIRA No. 1) 
m) charadraeus $# 

W. 斑紋 は 全く な く 瞳 色 : 第 2 人 筆 室 は 大 変 大 きい . 

WE. 両 復 眠 問 は 長く 相 接 する . 触角 の 先 感覚 乾 は 3, 
9-14 節 に ある . 小額 肢 第 3 節 の 感覚 毛 は 大 きく 浅い 感 
覚 孔 に 集中 する . 受精 の う は 1 個 が 発達 し , 1 ADE 
跡 的 ; 大 変 大 き な リ ング が ある . 

日 本 に 分 布 す る 種 

66. C. charadraeus Arnaud, 1956 
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肉 の 両 複眼 問 は 長く 相 接 し , 腹部 に 大 き な リ ング が 
ある 等 特異 な 特徴 を 持つ 種 で ある . 雄 が 発見 され る ま 
で 他 の 群 と の 類縁 関係 は わか ら な い が , ここ で は 便宜 
的 に Oecacta 亜 属 の 1 つの 和 群 と し て 扱っ た . 

5. 亜 属 Beltranmyia Vargas, 1953 

Meijerehelea Wirth et Hubert, 1961 

W. 膜 面 に は 剛毛 が 多く , MEV BEA HS. 2 FE 
Li. 

WE. 両 複 眼 は 離れ る . 触角 の 先 感覚 乾 は 3-15 節 に あ 
る が , し ば し ば 数 節 に これ を 欠く . DERE 3 節 の 感 
覚 毛 は 感覚 孔 に 集中 する . 受精 の う は 1 個 が 発達 する 
DAC, 痕跡 的 受精 の う も リン グ も な い (但し C. 
laciocola に は 小さ な 痕跡 的 受精 の う が あ る ). 

雄 外 部 生殖 器 . 第 9 腹 節 育 板 後 縁 の 側 突起 は よく 発 
達する RR PRALMATS (但し C. arakawae 
TIA Licks). ABNOR L/D Sod g eid Ts 
い ・ 中央 体 は 後方 に 太く 突出 し , 先端 は 丸い こと が 多 
い . 陰 菜 は 先端 が 細く 糸状 と な り 曲 る . 

日 本 に 分 布 する 種 

67. C. arakawae (Arakawa, 1910) ニワ トリ ヌカ 

カ 

68. C. circumscriptus Kieffer, 1918 イソ メカ カ 

69. C. japonicus Arnaud, 1956 ヤマ ト ヌ カカ 

70. C. toyamaruae Arnaud, 1956 トヤマ ルス ヌス カカ 

71. C. laciocola Arnaud, 1956 

小さ な 痕跡 的 受精 の う が あ る 点 で C. lactocola は 特 
異 で ある : 雄 が 発見 され れ ば 他 の グル ー プ に 移る こと 
に な る か も し れ な い . Wirth & Hubert (1961) は C. 
arakawae に 対し 新 亜 属 Meijerehelea を 設置 し た 
が , WORRIE TIG, 68 で 著 し い 特 徴 の 差 が 認め られ 
な い . 

6. HEEB Monoculicoides Khalaf, 1954 

A. 日 っ ほ い 地 に 暗色 の 斑紋 が ある . 第 2 径 室 は 賭 
fa. 
WE. TRILAS BRIS. AOS RILIZ3, 8-10 
節 に , 稀 に 6, 7 節 に も ある . DARE 3 節 の 感覚 毛 は 
浅い 感覚 乾 に 集中 する : 感覚 乾 は 数 個 に わか れる こと 
が ある . 1 個 の 不 規則 な 形 の 受精 の う が あ る だ け で , 
痕跡 的 受精 の う も リン グ も な い 」 受精 の う の 開口 部 は 
evs 

雄 外 部 生殖 器 . 第 9 RATS RRRO MBER ; 
後 線 中 央 部 は 響 入 する .、 底 節 の 腹 突起 は 短 か い . 中 央 
体 の 先端 は 2 つ に わか れる . 左右 の 陰 葉 は 融合 する . 

日 本 に 分 布 す る 種 

72. C. homotomus Kieffer, 1921 セ マ ダ ラス ヌス カカ 
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